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2011 年度「エコマークコミュニケーションフォーラム」のご案内

エコマーク ニュース
Eco Ma rk N ews

2011.12.1 No.85
エ コマークは (財)日本環境協会が自主的に運営し ている事

業です。エコマークの活動予算は、すべて認定企業の皆様か

らのエ コマーク使用料および商品認定申込者の皆様からの

商品認定審査料でまかなわれています。 「エコマークニュー

ス」 では、 「エコマーク事業実施要領」 に基づき、 エコマーク

事業に関する情報を提供し ています。

認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいた し ます。

◆認定基準やお申込みの手続きは （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｓｅｒｖｉｃｅ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

５０１ 小売店舗 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０ （新基準） ２０１１年１１月１５日 ２０１８ 年１１月３０日

〈認定基準制定の背景〉

　 新商品類型 「小売店舗」 は、 店舗運営に伴 う 環境負

荷低減の実践から、 店舗と消費者が と もに行 う 環境活

動や環境に関する普及 ・ 啓発活動までを幅広 く 評価す

る こ と によ り 、 環境に配慮し た買物行動を通じ た店舗

と消費者の良好な関係を築き、 消費者に身近な環境活

動実践の場を示すこ と を目的と し て制定し ま し た。

　 本認定基準では、 環境負荷や社会への影響が大きい

と 考え ら れる大規模小売店舗 （店舗面積 １,０００ｍ２ 以

上） を適用範囲と し てお り 、 審査に伴 う 現地確認、 専

門指導員によ る消費者目線でのモニタ リ ング、 店舗で

の環境活動に関する工夫や定量化データの公表 （店内

およびエコマーク事務局ホームページ） など、 新たな

評価手法や情報共有手段を導入し ています。

エコマークでは、消費者、事業者等ステークホルダーが集うコミュニケーションの場として、「エコマー

クコミュニケーションフォーラム」を開催いたします。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

◆ 日　時：2012年 2月2日（木） 14 : 00～16 : 30（13 : 30開場）

◆ 場　所：東京ウィメンズプラザ・ホール（東京都渋谷区神宮前 5-53-67）

◆ 参加費：無料（定員 200名、先着順）

〈プログラム（予定）〉

・「エコマークアワード 2011」表彰式

・講演　環境省上席参与、慶應義塾大学環境情報学部教授　小林 光氏（タイトル未定）

・エコマーク年次活動報告

◆ お申し込み方法：参加申込書にご記入の上、E メールまたはFAX にてお申し込みください。

定員に達し次第、受付を終了させていただきます。

＊詳細については、エコマーク事務局のウェブサイト（http://www.ecomark. jp/forum2011.html）

をご覧ください。
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認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定の実施について、 お知らせいた し ます。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ の Ｎｏ.は改定前のもの）

委員会報告

運営委員会 （第 ２７ 回）

　 第２７回運営委員会が、 ２０１１年９月２７日に開催され

ま し た。 報告事項は以下の とお り です。

〈報告事項〉

１．平成 ２２ 年度エコマーク事業収支決算について

２．平成 ２３ 年度エコマーク事業の進捗状況について

３．エコマーク料金制度等見直しの検討状況について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｕｎｅｉ_

ｉｎｆｏ.ｈｔｍｌ#２７） をご覧く ださい。

新規商品類型認定基準策定にあたっての意見ならびに委員候補者の募集について

　 エコマーク では、 「ホテル・旅館」 を新規商品類型と

し て選定し ま し た。 本商品類型の認定基準の検討を的

確に進める ため、 メ ールマガジンおよびエコマーク事

務局ホームページにて、 広 く 一般よ り 「ホテル・旅館」

認定基準策定に関する意見、 な らびに認定基準案の策

定にあたる 「ホテル・旅館」 基準策定委員会の委員候補

者を募集し ま し た。 これを踏まえ基準策定委員会を設

置し、 認定基準の検討を行います。

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｋｉｊｙｕｎ_ａｒｃｈｉｖｅｓ.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定のポイ ン ト 改定日

１１２ 文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１４
グ リ ーン購入法と の整合 （対象品目の追加、

ノー ト の古紙パルプ配合率の見直し）

２０１１年１１月１日

１２８ 日用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１３ 材料 （ガ ラ ス） に関する基準の見直し

１２９ 廃食用油再生せっけん Ｖｅｒｓｉｏｎ１.４ 適用範囲、 廃食用油等の配合割合の見直し

１０１ かばん ・ スーツケース Ｖｅｒｓｉｏｎ１.４
引用している試験方法の規格番号等の変更に

伴 う 改定
１４３ 靴 ・ 履物 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.２

１４４ 革製衣料品 ・ 手袋 ・ ベルト Ｖｅｒｓｉｏｎ１.２

１３３ デジ タル印刷機 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.８ リ ユース機のグ リ ーン購入法 と の整合 ２０１２ 年 １ 月１日

認定基準案の公表およびパブリ ッ ク コ メ ン トの受付

　 以下の認定基準案の公表およびパブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付について、 お知らせいたし ます。

◆認定基準案、 パブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ２.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

◆「電球形 ＬＥＤ ラ ンプ （Ａ 形） Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 認定基準案の説明会 （１２ 月 ２０ 日 ： 大阪、 １２ 月 ２２ 日 ： 東京） のご案内につ

いては、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 公表期間 （３０ 日間）

新規 ＢＤ/ＤＶＤ レコーダー ・ プレーヤー Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０

２０１１年１１月１５日～２０１１年１２月１４日
１３８

建築製品 （材料系の資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ１.６ 分類 Ｄ-１ ～耐火鋼材～

（適用範囲の拡大）

１３８
建築製品 （材料系の資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ１.６ 分類 Ｄ-２ ～デッキプレー

ト ～ （適用範囲の拡大）

新規 電球形 ＬＥＤ ラ ンプ （Ａ 形） Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０ ２０１１年１２月 １日～２０１１年１２月３０日
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■使われていないピアノ の機能を復活

エコマーク では、 ２０１１年６月に新規商品類型 「楽器

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 分類 Ａ. 消音ピ ア ノ ユニ ッ ト の認定基準

を制定し ま し た。 消音ピア ノ ユニ ッ ト は、 従来のピア

ノ に機器を取 り 付ける こ と で音を鳴ら さずに鍵盤の動

き をデジ タル信号化し、 ピア ノ音をモデ リ ングする商

品です。 認定基準制定を受け、 こ のほど （株）コルグの

「ハイブ リ ッ ド ・ ピア ノ」 が認定を取得し ま し た （認定

番号 １１ １４８ ００１ ・ ００２）。

　 日本国内には ７００ 万台を超え る ピ ア ノ があ る と 推

定されますが、 その う ち ３００万台程度が実際に使用さ

れていない状態にあ る もの と見られます。 その要因と

し て、 居住環境等の制約によ り 大きな音量での利用が

困難であ る こ と などが考え られます。

　 使用されな く なったピア ノ に消音ピア ノ ユニ ッ ト を

装着する こ と によ り 、 楽器 と し ての機能を復活させ、

長期間にわた り 演奏を楽しむこ と が可能にな り ます。

その結果、 貴重な資源を使い多 く の工程を経て製造さ

れた楽器が有効に利用される と と もに、 廃棄に伴 う 環

境負荷を低減させる こ と につなが り ます。

■ピアノ本来の鍵盤タ ッチを追求

（株）コルグの消音ピア ノ ユニ ッ ト は、 ピア ノ の音を

出すア ク シ ョ ン と 呼ばれ る部分に消音バーを取 り 付

け、 ハンマーが弦を打つ直前で止める こ と によ り 、 ア

コーステ ィ ッ ク ピア ノ の音を消し ます。 同時に、 鍵盤

の下に取 り 付けた非接触式鍵盤センサーが １ つ １ つの

鍵盤の動き を読み取 り 、 その情報を音源モジ ュールに

送 り 、 デジ タル録音を し たピア ノ の音を出す仕組みに

なってお り 、 わずかな消費電力 （２０Ｗ以下） で一連の

プロセスが行われます。 また、 音量の調節、 ヘッ ド フ

ォ ンの使用、 演奏データのパソ コ ン等への取 り 込み機

能 （ＫＨＰ-５０００/２０００） など も装備し てお り 、 さ まざ

まな環境において演奏を楽しむこ と ができ ます。

　 製品の開発にあたっては、 演奏者に と って非常に重

要な要素であ る鍵盤のタ ッチ感をいかに本来のピア ノ

に近い も のにするか、 と い う 点が課題 と な り ま し た。

同社が開発 し た非接触式鍵盤センサーでは、 光セン

サーによ り 打鍵の微妙な強弱やニュ アン ス を と ら えて

再現する こ と によ り 、 ア コーステ ィ ッ ク ピア ノ と同じ

鍵盤タ ッチで自然に演奏する こ と を可能にし ま し た。

■楽器の分野における環境配慮の浸透に向けて

　 楽器と い う 製品は、 品質や性能などに対する購入者

の要求度が高 く 、 素材などにも特有の性質が求められ

るため、 環境配慮の余地が限られている と思われてい

た面があ り ます。 しかし、 楽器の製造には木材をはじ

め とする貴重な資源を使用し、 また電力の消費を伴 う

楽器も多 く 、 長寿命化や省エネルギー対応など環境と

の接点は少な く ない と考え られます。

（株）コルグでは、 今回のエコマーク認定取得を契機

に、 総合楽器 メ ーカーと し て環境に配慮し た製品づ く

り にさ らに力を入れてい く 考えを示し ています。 同社

の担当者は、 「楽器の分野において も エコ マーク認定

商品が増えてい く こ と によ り 、 環境への意識を高めな

がら音楽の楽しみを広げてい く こ と につながればと思

っています」 と語ってお り 、 こ う し た動きが楽器の分

野に浸透し てい く こ と が期待されます。

◆「コルグ ・ ハイブ リ ッ ド ・ ピア ノ」 のウェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋｏｒｇ.ｃｏ.ｊｐ/Ｐｒｏｄｕｃｔ/ＰｉａｎｏＳｉｌｅｎｃｅ  

Ｕｎｉｔ/

エ コマーク認定の (株) コルグの

「ハイブ リ ッ ド ・ ピア ノ  ＫＨＰ-２０００」

基準審議委員会 （第 ６ 回）

　 第 ６ 回基準審議委員会が ２０１１ 年 １０ 月 ２４ 日に開催

されま し た。 審議 ・ 報告事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エ コ マー ク 商品類型 （認定基準） 案について （Ｐ.２

参照）

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて （Ｐ.２ 参照）

〈報告事項〉

３．第 ２７ 回エコマーク運営委員会について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｋｉｊｙｕｎ_

ａｒｃｈｉｖｅｓ.ｈｔｍｌ） をご覧く ださい。

新 認定商品のご紹介

消音ピア ノユニッ ト のエコマーク認定商品が登場――ピア ノ の長期使用を促進
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エコマークは (財)日本環境協会の登録商標です。

【エコマーク事務局からのお知らせ】

■「エコプロダクツ ２０１１」 に出展します

(財)日本環境協会エコマーク事務局は、 グ リ ーン購

入ネ ッ ト ワー ク （ＧＰＮ）、 (社)日本消費生活ア ド バ イ

ザー・ コ ンサルタ ン ト 協会 （ＮＡＣＳ） と共同で、 １２月

１５ 日～１７ 日に東京ビ ッ グサ イ ト で開催される 「エコ

プロ ダ ク ツ ２０１１」 に出展し ます。

　 今回の合同出展では 「暮ら し と環境のつなが り 」 を

テーマに、 地球温暖化、 資源枯渇、 生物多様性の ３ つ

の視点で、 生活シーンに合わせた商品選択が環境負荷

低減につながる こ と を伝え、 消費行動を環境配慮型に

変え る こ と の重要性を訴えます。 皆様のご来場をお待

ち し ています。

■東海三県一市グリーン購入キャンペーンについて

　 東海三県一市　 （愛知県、 岐阜県、 三重県、 名古屋

市） の広域連携によ り 、 消費者に対し てグ リ ーン購入

の普及と啓発を図る 「東海三県一市グ リ ーン購入キ ャ

ンペーン」 が、 ２０１２年１月１５日から ２月１４日の１ カ

月間実施されます。 今年度で １０ 回目 と な る本キ ャ ン

ペーンでは、 協力店舗内での ＰＲ やキ ャ ンペーン イベ

ン ト の実施を予定し ています。 キ ャ ンペーンへのご理

解 ・ ご協力をお願いいた し ます。

トピックス

ＧＥＮ 年次総会に出席しました

世界エコ ラベ リ ング ・ ネ ッ ト ワーク （ＧＥＮ） の年次

総会が、 １０ 月 ２４ 日～２８ 日の ５ 日間、 台湾で開催さ

れ、 世界各国から環境ラベル団体、 環境省などの行政

機関、 その他関連団体の担当者など約 ５０ 名が出席し

ま し た。

　 総会期間中は、 共通基準や環境ラベルの効果測定な

どについてのワーク シ ョ ッ プなど も行われ、 活発な議

論が交わされま し た。

　 なお、宇野 治エコマーク事務局長が２０１２年のＧＥＮ

役員と して再選されたほか、 (財)日本環境協会が ２０１４

年まで総務事務局を担当する こ と が決定し ま し た。

　 来年の年次総会は、 ２０１２ 年 １０ 月末頃にブラ ジル ・

リ オデジ ャネ イ ロで開催される予定です。

（ ＧＥＮ の ウ ェ ブ サ イ ト ： ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ. ｇｌｏｂａｌｅｃｏ 

ｌａｂｅｌｌｉｎｇ.ｎｅｔ） 　

第 11 回日中韓環境産業円卓会議に出席しました

第１１回日中韓環境産業円卓会議が１１月９日、 １０日

に愛知県名古屋市にて開催され、 日本、 中国、 韓国の

環境省、 研究者、 認証機関等の担当者、 専門家等、 約

３０ 名が出席し ま し た。

「グ リ ーン調達」 「環境マネジ メ ン ト 」 「環境ラベル」

「環境産業技術交流」 の４つのセ ッ シ ョ ンの う ち、 エコ

マーク事務局は 「環境ラベル」 のセッシ ョ ンにおいて、

日中韓 ３ カ国の環境ラベル間相互認証の進捗状況や現

在基準の共通化に取 り 組んでいる ＤＶＤ 機器などにつ

いて発表し、 意見交換等を行いま し た。


